



























Snell 1949)とされており，一般に湿式灰化法が推奨 (Snelland Snell， Saltzman， Sandel 





























































• 1 20g 














i .銅線(+側， lmm) 
j，銅線(ー 側， ピユー ノレ線〕
k.高周波発振型自動温度調節装置へ接続
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5 ) 3500 C ....4500 Cの電気炉に10....20分聞置いて灰化を促進する.























































2) 1 mtの25g/lOO mt酒石酸カリウムナトリウム溶液を添加し混合する.

































































































Mg Zn Pb (μg) 
。 1.0 0.5 2.20 燈
10 。 。 1. 72 赤
10 。 。 1. 89** 赤
10 1.0 。 1. 36 赤
10 。 0.5 1.20 赤
10 1.0 0.5 0.74 赤











































10 1. 96* 












































であることが判明した. これはSaltzman法とまったく同ーの条件で試験した場合. 25 












(μg) (I'g) (%) 
(mg) (ug) 。 0.74 
1 。 1. 95 1.0 1. 74 1∞ 
1 1 2.10 2.0 2.63 95 
1 3 1. 68 3.0 3.73 1∞ 
1 6 1.76 4.0 4.67 98 
5 10 2.18 Cdは灰化前， 20gの白米〈岡山県都窪都宮
5 20 1. 98 備町産，朝日)に.CdC12 の希薄溶液とし
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